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論　　文　　の　　要　　旨
　動物細胞の細胞質分裂は分裂溝の細胞膜直下に形成されるアクチン微小繊維の東を主成分とする
収縮環の収縮菅すなわち曾アクチン1ミオシン系のカ発生機構による収縮によることが示されてき
た。しかし事分裂溝形成の位置や時期を決定する因子やその分子機構は争これまで殆ど解明されて
いなかった。
　著者は分裂の位置や時期決定の分子機構を明らかにするため芽繊毛虫テトラヒメナの分裂位置決
定因子に温度感受性の欠陥を持つ突然変異株を用いてヨ変異遺伝子産物の同定ヨ精製を行い曹分裂
位置決定等における役割を明らかにした。以下に得られた新知見の概要を述べる。
　1．野生株及び分裂停止突然変異株励　A1の全タンパクを2次元電気泳動で比較し寄分子量85
kDaヨ等電点遜．7のタンパク（p85）が6ゐA1の変異遺伝子産物であることを推定した。
　2．これを確認のため冒両株の交雑実験を行い雪F1についても書またF2に相当する大核表現型分
離についてもヨ野生型と変異型のp85の発現と形質発現に強い相関があることを示し事p85がo励
幻の変異産物であることを証明した。
　3．　p85をカラムクロマトグラフィー等を用いた5段階の精製ステップにより単離に成功しラこ
れを抗原として特異的な抗体を得た。
　4．問接蛍光抗体法によりp85の細胞内局在し調べたところヨ野生株細胞及び許容温度のo励A1
細胞では害分裂直前に将来の分裂面に相当する赤道面にp85が局在するという興味ある結果が得ら
れヲー方ラ制隈温度での6ゐA1細胞では赤道面へのp85の局在が全く起らず細胞は分裂停止に陥る
ことが判った。従って，p85は分裂溝形成や収縮環微小繊維形成に係る重要因子であることが推察
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された。
　5．　p85が分裂溝形成の時期と位置決定に重要な役割を果していることを示すためにヨテトラヒ
メナアクチンよりなる収縮環の正常な形成を機能が異なるウサギ骨格筋アクチンの顕微注射により
分裂停止を誘導する実験を試みた。この実験のためにテトラヒメナでの顕微注射法を開発しヨー個
の母細胞に由来する娘細胞の一方に顕微注射を行いラ残る一方の娘細胞を細胞周期の指標とし害細
胞周期の様々な時期における注射の効果を調べた。その結果，分裂溝形成前17分間に骨格筋アクチ
ンを注射したときのみヨ長期に渡る分裂停止が誘導されることが判った。この時注射した骨格筋ア
クチンはp85の局在する赤道面で繊維形成していた。一方害分裂停止が起らない時期では注射され
たアクチンは赤道面以外の非特異的な場所で繊維形成がみられた。従って害筆者が見いだしたp85
は分裂溝位置決定因子でヨしかも収縮環を形成するアクチン繊維形成の重合核として働くことが考
えられるという結果を示した。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文の筆者はヨ細胞質分裂の位置決定の因子機構に関しヨ世界で初めてその実体を明らかにし
た。突然変異株をたくみに利用した解析といい雪変異遺伝子産物の同定過程雪その機能や役割を追
求した研究の成果のつみ重ねといい論理的で申し分がない。これらの結果は、国際的にも高く評価
されており里ニューヨーク科学アカデミー主催の国際シンポジウムで招待講演したことでも示され
る。
　よって埋著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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